
稚内市教育研究所  NO.12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究所だより 

発行日：２０２3.3.7 

発 行：稚内市教育研究所 

〒097-0012 

稚内市富岡1丁目1番2号  稚内市生涯学習

総合支援センター（風～るわっかない内） 

TEL･FAX：0162-73-6386   

E-mail：wak-kenkyujo@abelia.ocn.ne.jp 

 

第２回英語教育プロジェクト会議の報告 
学校関係者の皆様には、日頃から ALT の派遣にご支援・ご

協力いただきましたことにお礼申し上げます。児童生徒、教職員

の皆様のお陰で、３人の ALT は授業に行くことを楽しみにして

いるようです。今後とも、宜しくお願いいたします。 

さて、大変遅くなってしまいましたが、２月３日（金）にオンライ

ンで実施した標記会議につきまして報告いたします。会議は、各

校の ALT派遣の窓口として協力いただいている担当者１５名、

研究所の５名(含む ALT３名)で行いました。 

初めに、船木所長より、挨拶と令和４年度の取組について説

明がありました。また、令和５年度の ALT 派遣に関わる変更点

の説明やお願い、会議予定などが示されました。 

担当者の先生方からは、次年度の研修についての要望、

ALT派遣に関わる質問などをいただきました。 

ALT より感謝のスピーチで、会議を終えました。ご多用の中、

出席いただいた担当者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

【令和４年度の取組について】 

(1) ＡＬＴの派遣について 

○ ４月～１月末の派遣状況・派遣時数＆お願い 

(2) プロジェクト会議について 

(3) 英語教育研修会（ワークショップ）について 

【令和５年度について】 

(1) ALTの派遣について 

○ ALT派遣担当校と派遣スケジュール 

○ ALT職務について 

○ お願い・確認事項 

(2) 令和 5年度の予定 

○ 第１回英語教育プロジェクト会議」（６月頃に） 

○ 英語教育研修会（ワークショップ）について 

【ALTから】 

 R4.4～R5.1までの派遣状況・派遣時数  

1学期は、ジェイコブ先生、メリー先生、ミエラニ先生の３

人体制で派遣を行いました。ジェイコブ先生は７月に任期満

了で退任し、アメリカに帰国。  

２学期からはメリー先生、ミエラニ先生、８月に着任した

ライアン先生の新体制になりました。 
 

 各校へ派遣時数は次の通りです（1月末現在）。 

メリー先生 ミエラニ先生 ライアン先生 

富磯小 30h 中央小 17h 港小 42h 

宗谷小 32h 東小 73h 南小 69h 

大岬小 44h 声問小 34h 増幌小/中 36h/40h 

潮見小 54h 稚内中 26h 天北小/中 19h/43h 

宗谷中 30h 東中 17h 南中 62h 

潮見中 26h     

合計 216h 合計 167h 合計 311h 

他にも、イングリッシュキッチンの講師、つばさ学級や白

樺保育所への派遣、社会教育のハロウィン行事への協力、幌

延小学校の公開授業(研修)への参加など、様々な活動に取り

組みました。 

 ９月１３日に宗谷教育研修センターと共催で実施しました。例年は

ALT と一緒に行っていますが、学習指導要領の理解を深めるための講

話と実践発表になったため、ALTのみの実践交流会も企画しました。 

1.研修内容 

≪教員対象研修≫ 

〇講話 「英語科における『主体的・対話的で深い学び』」 

     宗谷教育局義務教育指導班 指導主事 武田くるみ氏 

〇実践発表  潮見が丘小学校 教諭 永吉 宏之氏 

      稚内東中学校 教諭 今西 将悟氏 

      宗谷教育研修センター所長 塩﨑 由雄氏 

≪ALT対象≫ 

〇授業動画視聴・研究協議・実践交流(稚内、豊富、枝幸から参加) 
 

2.参加者感想(一部要約) 
対面とオンライン両方は参加しやすい。/小中高も含めた実践交流は良かっ

た。/他校(小、中、高)の授業を見せていただけるととても勉強になる。/５領域それ

ぞれ主体的対話的で深い学びにするために必要なことやヒントを得られると

嬉しい。教科書(本文など)で学ぶ授業実践、評価についても学んでいきたい。

/外国語、英語の評価について研修できたらよい(講話、実践発表やレポート交

流、指導案作成など)。/オンラインで放課後に参加できる形でありがたい。/

部活や会議などで参加できない先生のために今後はオンデマンドも。 

メリー先生 

潮見中・潮見小・宗谷中・
宗谷小・大岬小・富磯小 

ミエラニ先生 

稚中・中央小・東
中・東小・声問小 

ライアン先生 

南中・南小・港小・
増幌小中・天北小中 今年度と同じです。

宜しくお願いします。 

 
 小中学校における外国語授業等の補助 

 小学校における外国語活動等の補助 

 外国語教材作成の補助 

 特別活動や部活動等への協力 

 外国語スピーチコンテストへの協力 

などがあります。(招致外国語青年任用規則による) 

教材作成の要望は、早めにお知らせください。 

           《ご協力ください》 

①ALT派遣スケジュールの提出 
 派遣時間に合わせて公用車の確保、運転者の調
整を行うため、所定の期日までに提出をお願い
します。 
 

②レッスンプランの 2日前提出 
 事前に目を通し、授業の流れやALTの役割を確認
しています。プラン作成が指導者の負担にならない
ように、略略案(?)でよいです。 
 

③給食について  
 ５年度から給食費は ALT が負担することになりま
した(４年度までは教育委員会が負担)。派遣予定
をキャンセルする場合は、忘れずに給食のキャンセ
ルをお願いします。 

 キャンセルが間に合わなかった場合の対応につい
ては、教育委員会から各校に連絡があったと思い
ますので、宜しくお願いします。 

 

 

①英語教育研修講座＆ALT実践交流会 

 ６月下旬頃開催予定 

 教員向け講座と管内 ALTによる実践交流 

②ALT活用実践交流会 

・ 9月中旬頃開催予定 

・ 教員＆ALTによる授業づくり 

 
 
第１回 令和５年６月 1日(木)を予定。 

第２回 令和６年２月２日(金)を予定。 

オンラインで実施。 

【次年度の英語教育研修会への要望】 

 授業における ALT の活用の仕方/複式の外国語活動の授業づくり/小中９年間を見通した指

導計画/小学校英語の到達目標(児童の英語力の差が拡大している実態がある)、小中の接

続、小学校英語科の評価の在り方 

以上と、９月１３日の研修会の参加者からいただいた要望などを参考に、企画したいと思います。 

【ご質問・ご意見】 

① ALTの活用について 

Q. 他地域では、ALT が T1、教員が T2 として授業を行う事例があると聞いたが、稚内で可能です

か。 

A. 指導者のアシスタントというのが原則。現在、メリーには T1という要望があり、本人の意向を確認し

た上で、実施する予定。要望があった際は、業務内容の原則を押さえつつ、対応の可否について

検討するので、研究所へお問い合わせを!     

② 令和５年度１学期の派遣希望調査に関わって 

Q.来年度、英語指導補助員が配置されるかどうか情報がありますか。今年度、英語の補助員とALTと

一緒に授業に入ってもらう事があったが、大変効果的でよかった。来年度も補助員が派遣されるの

であれば英語の授業を行う曜日が固定されるので、そこに ALT も入れるなど、派遣要望を出しやす

いです。 

A.補助員と ALT が一緒に授業に入ることは問題ないと確認を取りましたが、令和５年度という聞き方

をしていないので、５年度については分かっていません。補助員の配置に対する要望が出されたこと

は、委員会には報告します。 

令和５年度の取組 

 

・派遣事業へのご協力、ありがとうございました! ・研修会では、昨年度要望があった「授業動画」の発表もありました! ・次年度に向けての要望、質問などを出していただきました! 


